
７．岡山大学医学部保健学科履修内規

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学医学部規程に定めるもののほか，岡山大学医学部保健学科

（以下「本学科」という ）の履修方法等について定めるものとする。。

（履修方法）

， （ 「 」 。）第２条 看護学専攻 放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻 以下 各専攻 という

の教育課程は，別表第１のとおりとする。

２ 学生は，別表第１に定めるところにより，履修指導に基づき計画的に授業科目を履修

しなければならない。

（履修届）

第３条 学生は，毎学年の始めに履修届を学部長に提出しなければならない。

２ 履修届の提出期日等については，学年ごとに掲示する。

（履修資格）

第４条 各専攻の学生は，別表第２に掲げる履修要件授業科目の単位を修得していない場

合は，当該授業科目に対応する実験又は実習等を履修することができない。

（進級の要件）

第５条 各専攻の学生は，別表第３の区分による単位を修得していない場合は，当該年次

配当の授業科目を履修することができない。

（入学前の既修得単位の認定）

第６条 本学科に入学する前に大学又は短期大学で修得した単位の認定を受けようとする

者は，所定の願書に必要書類を添えて，入学した年度の所定の期日までに，学部長に願

い出なければならない。

（補則）

第７条 岡山大学医学部保健学科３年次編入学者の履修方法等については，別に定めるも

のとする。

第８条 この内規に定めるもののほか，履修方法に関し，必要な事項は別に定める。

附 則

１ この内規は，平成 年４月１日から施行する。16
２ 改正後の別表第１専門教育科目の規定にかかわらず，平成 年度以前の放射線技術15

科学専攻の入学者に対する同表の適用については，なお従前の例による。

３ 改正後の別表第１専門教育科目の規定にかかわらず，平成 年度以前の看護学専攻15
及び検査技術科学専攻の入学者については，同表の規定を適用しない。

， ，この場合において 平成 年度以前の看護学専攻及び検査技術科学専攻の入学者は15
所属専攻の履修指導により，所定の科目を履修しその単位を修得するものとする。

附 則

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。18
２ 平成１７年度以前の入学者については，所属専攻の履修指導により，所定の科目を履



修しその単位を修得するものとする。

附 則

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。19
２ 平成１８年度以前の入学者については，所属専攻の履修指導により，所定の科目を履

修しその単位を修得するものとする。



別表第１

教養教育科目（看護学専攻，放射線技術科学専攻）

開講ｾﾒｽﾀｰ 履修要件及び卒業要件単位数

区 分 授 業 科 目 選択必 備 考１ ２ ３ ４ 必 修 卒業要

セメ セメ セメ セメ 単 位 件単位修単位

ガイダンス科目 ２
チーム医療演習（チュートリアル） ○ １

看 護 ・ 介 護 演 習 １○

主 学問の世界 「学問の世界」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

題 人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

科 ２健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○

目 自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
個

人文・社会科学 人文・社会科学系科目

○ ○ ○ ○
別

自 然 科 学 自 然 科 学 系 科 目

2
科 生命・保健科学

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○

１単位以上
目

スポーツ実習( )A,B,C,D,E,F ○ ○ ○ ○

○情 報 科 学 情 報 処 理 入 門

４
英語（基礎医用英語） ○

○英語（ネイティブ）

33
英 語

英語（オラコン），英語（作文・

４文 法 ） ， 英 語 （ 読 解 ） ○ ○

英 語 （ 検 定 ）

○ ○ ○ ○外 上 級 英 語

○ ○ ○ ○
ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 初 級

○ ○国 ド イ ツ 語 中 級

○ ○ ○ ○
フランス語

フ ラ ン ス 語 初 級

○ ○語 フ ラ ン ス 語 中 級

○ ○ ○ ○
中 国 語

中 国 語 初 級

○ ○科 中 国 語 中 級

韓 国 語 初 級 ４単位
韓 国 語

○ ○ ○ ○

目 韓 国 語 中 級 以 上○ ○

○ ○ ○ ○
ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 初 級

○ ○ロ シ ア 語 中 級

○ ○ ○ ○
スペイン語

ス ペ イ ン 語 初 級

○ ○ス ペ イ ン 語 中 級

○ ○ ○ ○
イタリア語

イ タ リ ア 語 初 級

※日本語は，
イ タ リ ア 語 中 級 ○ ○

留学生用日 本 語 日本語(Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ) ○ ○ ○ ○

35計



教育科目（検査技術科学専攻）

開講ｾﾒｽﾀｰ 履修要件及び卒業要件単位数

区 分 授 業 科 目 選択必 備 考１ ２ ３ ４ 必 修 卒業要

セメ セメ セメ セメ 単 位 件単位修単位

ガイダンス科目 ２
チーム医療演習（チュートリアル） ○ １

看 護 ・ 介 護 演 習 １○

主 学問の世界 「学問の世界」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

題 人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

科 ２健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○

目 自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ２○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○人文・社会科学 人文・社会科学系科目

有機化学２単位・化学実個
自 然 科 学 自 然 科 学 系 科 目 ○ ○ ○ ○ ３単位以上

験１単位を修得すること。別

2科
生命・保健科学

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○

１単位以上目 スポーツ実習( )A,B,C,D,E,F ○ ○ ○ ○

○情 報 科 学 情 報 処 理 入 門

4
英語（基礎医用英語） ○

○英語（ネイティブ）

33
英 語

英語（オラコン），英語（作文・

４文 法 ） ， 英 語 （ 読 解 ） ○ ○

英 語 （ 検 定 ）

○ ○ ○ ○外 上 級 英 語

○ ○ ○ ○
ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 初 級

○ ○国 ド イ ツ 語 中 級

○ ○ ○ ○
フランス語

フ ラ ン ス 語 初 級

○ ○語 フ ラ ン ス 語 中 級

○ ○ ○ ○中 国 語 中 国 語 初 級

○ ○科 中 国 語 中 級

韓 国 語 初 級 ４単位
韓 国 語

○ ○ ○ ○

目 韓 国 語 中 級 以 上○ ○

○ ○ ○ ○
ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 初 級

○ ○ロ シ ア 語 中 級

○ ○ ○ ○
スペイン語

ス ペ イ ン 語 初 級

○ ○ス ペ イ ン 語 中 級

○ ○ ○ ○
イタリア語

イ タ リ ア 語 初 級

※日本語は，
イ タ リ ア 語 中 級 ○ ○

留学生用日 本 語 日本語(Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ) ○ ○ ○ ○

35計



専門教育科目（看護学専攻）

単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

生 命 科 学 栄 養 ・ 代 謝 学 ２ ２３30
30形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ ２

15形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

30形 態 ・ 機 能 学 演 習 ２

30専 感 染 免 疫 学 ２

30基 礎 遺 伝 子 学 ２

30基 礎 病 態 学 ２

15門 臨 床 薬 理 学 １

30人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２

30ヘルスプロモーション入門 ２

30基 教 育 学 入 門 ２

30発 達 心 理 学 ２

30臨 床 心 理 学 ２

30礎 情 報 科 学 情 報 数 理 科 学 Ⅰ ２

30情 報 数 理 科 学 Ⅱ ２

30医 用 物 理 学 ２

30科 医 用 工 学 入 門 ２

30保 健 統 計 学 ２

30保 健 福 祉 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２

30目 科 学 国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２

30地 域 保 健 環 境 論 ２

30保 健 行 政 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

小 計 ２３

基礎看護学 看 護 学 原 論 １ ６６15
30ケア技術のエビデンスⅠ １

30ケア技術のエビデンスⅡ １

30専 看 護 人 間 関 係 論 １

15看 護 過 程 論 １

30健 康 生 活 援 助 論 Ⅰ １

45健 康 生 活 援 助 論 Ⅱ １

30門 療 養 生 活 援 助 論 Ⅰ １

45療 養 生 活 援 助 論 Ⅱ １

15感 染 看 護 学 Ⅰ １

30感 染 看 護 学 Ⅱ １

45科 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ １

90基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ ２

30成人看護学 看 護 と 病 態 生 理 Ⅰ １

30看 護 と 病 態 生 理 Ⅱ １

15目 成 人 看 護 学 概 論 １

30成 人 看 護 学 Ⅰ １

30成 人 看 護 学 Ⅱ １

135成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ ３

135成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ ３

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

15老年看護学 老 年 看 護 学 概 論 １
30老 年 看 護 学 １

90老 年 看 護 学 実 習 ２
15精神看護学 精 神 看 護 学 概 論 １

30精 神 看 護 学 １
90精 神 看 護 学 実 習 ２

15母性看護学 母 性 看 護 学 概 論 １
15母 性 看 護 学 １

30母 性 看 護 学 演 習 Ⅰ １
30母 性 看 護 学 演 習 Ⅱ １

90母 性 看 護 学 実 習 ２
15専 小児看護学 小 児 看 護 学 概 論 １

15小 児 看 護 学 １
30小 児 看 護 学 演 習 Ⅰ １

30小 児 看 護 学 演 習 Ⅱ １
90小 児 看 護 学 実 習 ２

助 産 学 ＊ 助 産 学 概 論 １ ＊印は助産15
＊ 生 殖 生 理 学 １ 師国家試験15
＊ 女 性 健 康 教 育 論 １ の受験資格15

門 ＊ 助 産 診 断 学 演 習 Ⅰ １ 取得希望者30
＊ 助 産 診 断 学 演 習 Ⅱ １ は必修30

30＊ 助 産 技 術 学 演 習 Ⅰ １
30＊ 助 産 技 術 学 演 習 Ⅱ １
30＊ 助 産 技 術 学 演 習 Ⅲ １

30＊ ハイリ スク母子管理 １
15＊ 助 産 業 務 管 理 学 １

360＊ 助 産 学 実 習 ８
15科 地域看護学 ヘルスプロモーション論 １
15地 域 看 護 学 概 論 １
30健 康 教 育 論 １
15家 族 援 助 論 １

30在 宅 看 護 論 １
15保 健 ネ ッ ト ワ ー ク 論 １

５地 域 看 護 学 実 習 ３ 13
45在 宅 看 護 学 実 習 １

15目 産 業 保 健 １
30研 究 方 法 概 論 １

15研 究 方 法 各 論 １
90総 合 実 習 ２

60総 合 セ ミ ナ ー ２
90卒 業 研 究 ３

医療系学部 チ ー ム 医 療 論 ２ ２30
30共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２
30医 療 経 済 学 ２
30災 害 危 機 管 理 論 ２
30ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２
30救 命 救 急 医 療 ２

小 計 ６６
計 ８９

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



専門教育科目（放射線技術科学専攻）

単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

生 命 科 学 栄 養 ・ 代 謝 学 ２ ２２30
30形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ ２

15形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

30形 態 ・ 機 能 学 演 習 ２

30専 感 染 免 疫 学 ２

30基 礎 遺 伝 子 学 ２

30基 礎 病 態 学 ２

15門 臨 床 薬 理 学 １

30人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２

30ヘルスプロモーション入門 ２

30基 教 育 学 入 門 ２

30発 達 心 理 学 ２

30臨 床 心 理 学 ２

30礎 情 報 科 学 情 報 数 理 科 学 Ⅰ ２

30情 報 数 理 科 学 Ⅱ ２

30医 用 物 理 学 ２

30科 医 用 工 学 入 門 ２

30保 健 統 計 学 ２

30保 健 福 祉 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２

30目 科 学 国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２

30地 域 保 健 環 境 論 ２

30保 健 行 政 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

小 計 ２２

医用放射線 放 射 線 物 理 学 Ⅰ １ ６７30
30科 学 放 射 線 物 理 学 Ⅱ １

30放 射 線 物 理 学 Ⅲ １

45専 放 射 線 物 理 学 実 験 １

30 30放 射 線 計 測 学 ２

45放 射 線 計 測 学 実 験 Ⅰ １

45放 射 線 計 測 学 実 験 Ⅱ １

30 30門 放 射 化 学 ２

45放 射 化 学 実 験 １

30放 射 線 生 物 学 １

45放 射 線 生 物 学 実 験 １

30科 放 射 線 機 器 工 学 Ⅰ １

30放 射 線 機 器 工 学 Ⅱ １

30放 射 線 機 器 工 学 Ⅲ １

30医 用 機 器 工 学 １

30目 医 用 機 器 安 全 管 理 学 １

45 45放 射 線 機 器 工 学 実 験 ２

30医 用画像 管理機器工学 ２

30 30電 気 工 学 ２

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

45医用放射線 電 気 工 学 実 験 １

30 30科 学 電 子 工 学 ２

45電 子 工 学 実 験 １

30医 用 電 子 工 学 ２

30シ ス テ ム 制 御 工 学 １

45シ ステム 制御工学実験 １

30情 報 工 学 ２

30情 報 工 学 演 習 １

30生 体 情 報 科 学 ２

30専 生 体 情 報 科 学 演 習 １

30画 像 工 学 １

30医 用 画 像 処 理 学 ２

30医 用 画 像 処 理 学 演 習 １

30医 用 画 像 評 価 学 ２

30医 用 画 像 管 理 学 ２

30放 射 線 写 真 科 学 １

45放 射 線 写 真 科 学 実 験 １

30門 放 射 線 衛 生 学 １

30放 射 線 安 全 管 理 学 １

45放 射線安 全管理学実験 １

30放射線診療 医 学 概 論 １

30技 術 学 放 射 線 医 学 概 論 １

15放 射 線 医 科 学 史 １

30画 像 解 剖 学 １

30画 像 医 学 ２

30科 診 療 撮 影 技 術 学 Ⅰ １

30診 療 撮 影 技 術 学 Ⅱ １

30診 療 撮 影 技 術 学 Ⅲ １

45 45診 療 撮 影 技 術 学 実 習 ２

15Ｃ Ｔ 撮 影 技 術 学 １

15Ｍ Ｒ Ｉ 撮 影 技 術 学 １

15超 音 波 検 査 技 術 学 １

15診 療 撮 影 技 術 学 Ⅳ １

30 30目 放 射 線 治 療 技 術 学 ２

15放 射 線 腫 瘍 学 １

30 30核 医 学 検 査 技 術 学 ２

15放 射 性 薬 品 学 １

405臨 床 実 習 ９

45臨 床 医 学 特 別 実 習 １

30診 療 撮 影 技 術 学 特 講 ２

30放 射線治 療技術学特講 ２

30核 医学検 査技術学特講 ２

270卒 業 研 究 ６

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

専 医療系学部 チ ー ム 医 療 論 ２ ２30
30共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２

30門 医 療 経 済 学 ２

30災 害 危 機 管 理 論 ２

30科 ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２

30救 命 救 急 医 療 ２

目 小 計 ６７

計 ８９

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



専門教育科目（検査技術科学専攻）

単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

生 命 科 学 栄 養 ・ 代 謝 学 ２ ２２30
30形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ ２

15形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

30形 態 ・ 機 能 学 演 習 ２

30専 感 染 免 疫 学 ２

30基 礎 遺 伝 子 学 ２

30基 礎 病 態 学 ２

15門 臨 床 薬 理 学 １

30人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２

30ヘルスプロモーション入門 ２

30基 教 育 学 入 門 ２

30発 達 心 理 学 ２

30臨 床 心 理 学 ２

30礎 情 報 科 学 情 報 数 理 科 学 Ⅰ ２

30情 報 数 理 科 学 Ⅱ ２

30医 用 物 理 学 ２

30科 医 用 工 学 入 門 ２

30保 健 統 計 学 ２

30保 健 福 祉 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２

30目 科 学 国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２

30地 域 保 健 環 境 論 ２

30保 健 行 政 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

小 計 ２２

病態検査学 病 理 検 査 学 ２ ６７30 30
90病 理 検 査 学 実 習 ２

30細 胞 検 査 学 １

30専 超 微 形 態 学 １

30組 織 化 学 検 査 法 １

30 30血 液 検 査 学 ２

90血 液 検 査 学 実 習 ２

30門 臨 床 免 疫 学 １

30免 疫 検 査 学 １

90免 疫 検 査 学 実 習 ２

30輸 血 検 査 学 １

30科 応 用 免 疫 学 １

30臨 床 化 学 検 査 学 １

30検 査 自 動 化 論 １

90臨 床 化 学 検 査 学 実 習 ２

30目 高 感 度 計 測 技 術 １

45高 感 度 計 測 技 術 実 習 １

30検 査 管 理 学 １

30 30一 般 検 査 学 ２

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



単位数 履修学年及び時間数

必 選 １学年 ２学年 ３学年 ４学年

前 後 前 後 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期 期 期 期 期

45病態検査学 一 般 検 査 学 実 習 １

60臨 床 医 学 総 論 ２

60臨 床 病 理 学 ２

30臨 床 病 理 学 演 習 １

30医 療 情 報 管 理 学 １

30動 態 解 析 学 １

30 30機能解析学 生 理 検 査 学 ２

45専 生 理 検 査 学 実 習 １

30感 覚 運 動 機 能 検 査 学 １

45感覚運動機能検査学実習 １

30波 形 解 析 学 １

30画 像 解 剖 学 １

45画 像 解 剖 学 実 習 １

30画 像 検 査 学 １

45門 画 像 検 査 学 実 習 １

30検 査 機 器 総 論 １

30医 用 電 子 工 学 １

45医 用 電 子 工 学 実 習 １

30医 療 情 報 学 入 門 1
15医 動 物 学 １

30医 動 物 学 実 習 １

30科 臨 床 微 生 物 学 １

90臨 床 微 生 物 学 実 習 ２

30感 染 予 防 学 １

30病 原 体 宿 主 関 係 論 １

30細 胞 工 学 １

45細 胞 工 学 実 習 １

30遺 伝 子 検 査 学 １

30目 検 査 素 材 学 １

270病 院 実 習 ６

180卒 業 研 究 ６

30 2医療系学部 チ ー ム 医 療 論 ２

30共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２

30医 療 経 済 学 ２

30災 害 危 機 管 理 論 ２

30ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２

30救 命 救 急 医 療 ２

小 計 ６７

計 ８９

区 分 授 業 科 目 備 考

卒 業

要 件

単位数



別表第２

実験・実習等の履修要件授業科目

専 攻 実験・実習等 履修要件授業科目

看護学専攻 成人看護学実習Ⅱ 成人看護学Ⅱ

老年看護学実習 老年看護学

精神看護学実習 精神看護学

母性看護学実習 母性看護学演習Ⅰ

小児看護学実習 小児看護学演習Ⅱ

助産学概論，生殖生理学，女性健康教育論，助産学実習

助産診断学演習Ⅰ，助産診断学演習Ⅱ，

助産技術学演習Ⅰ，ハイリスク母子管理

放射線技術科学専攻 放射線計測学実験Ⅱ 放射線計測学

放射線写真科学実験 放射線写真科学

検査技術科学専攻 画 像 解 剖 学 実 習 画像解剖学

別表第３

進級要件単位数

教 養 教 育 科 目 専門教育科目

ガイダ 専 門 専 門授業科目
主 題 科 目 個 別 科 目 外国語

ン ス 基 礎の 区 分
学問の 人間と 健やか 自然と 人文・ 自 然 生命・ 情 報

に 社 会 保 健
科 目 世 界 社 会 生きる 技 術 科 学 科 学 科 学 科 学 科 目 科 目 科 目

2 11 22
看護学 年次

2 21 283 2 2 2 2 3 12
33年次

2 21 37専 攻 4 2 2 2 2 3 12
33年次

2 8 42
放射線 年次

2 18 23技 術 3 2 2 2 2 3 12
33科 学 年次

2 18 44専 攻 4 2 2 2 2 3 12
33年次

2 122 1
検 査 年次

2 12 17技 術 3 2 2 2 2 3 3 12
33科 学 年次

2 12 48専 攻 4 2 2 2 2 3 3 12
33年次

注１ 外国語科目は必修８単位を含む。

注２ 専門基礎科目及び専門科目は必修科目のみの単位。



８．岡山大学医学部保健学科

第３年次編入学履修内規

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学医学部規程（以下「規程」という ）に定めるもののほか。

岡山大学医学部保健学科３年次編入学者の履修方法等について定めるものとする。

（履修方法等）

， （ 「 」 。）第２条 看護学専攻 放射線技術科学専攻及び検査技術科学専攻 以下 各専攻 という

の教育課程は，規程別表第１及び別表第３のとおりとし，その履修方法等については，

別表第１のとおりとする。

２ 学生は，別表第１に定めるところにより，履修指導に基づき計画的に授業科目を履修

しなければならない。

， ，３ 入学前の既修得単位の認定は 規程別表第１及び別表第３に掲げる授業科目の中から

別表第２に定める単位数を上限として行うものとする。

（履修届）

第３条 学生は，毎学年の始めに履修届を学部長に提出しなければならない。

２ 履修届の提出期日等については，学年ごとに掲示する。

（履修資格）

第４条 看護学専攻の学生は，別表第１に定める授業科目のうち地域看護学８単位を修得

していない場合は，４年次配当の授業科目を履修することはできない。

（卒業要件）

第５条 卒業要件は，２年以上在学し，履修指導により別表第３に定める単位数を修得す

るものとする。

（補則）

第６条 この内規に定めるもののほか，履修方法等に関し，必要な事項は，別に定める。

附 則

１ この内規は，平成 年４月１日から施行する。16
２ 平成１５年度以前の入学者については，所属専攻の履修指導により，所定の科目を履

修しその単位を修得するものとする。

附 則

１ この内規は，平成 年４月１日から施行する。17
２ 改正後の別表第１ ３年次編入教養教育科目の規定にかかわらず，平成 年度以前の16

入学者に対する同表の適用については，なお従前の例による。

附 則

１ この内規は，平成 年４月１日から施行する。18
２ 改正後の別表第１の規定にかかわらず，平成 年度以前の入学者に対する同表の適17

用については，なお従前の例による。

附 則



１ この内規は，平成 年４月１日から施行する。19
２ 平成１８年度以前の入学者については，所属専攻の履修指導により，所定の科目を履

修しその単位を修得するものとする。



別表第１

３年次編入教養教育科目（看護学専攻・放射線技術科学専攻）

履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

１ ○ ２単位チーム医療演習（チュートリアル）
ガ イ ダ ン ス 科 目

看 護 ・ 介 護 演 習 １ ○ 必 修

知 の 構 造 「知の構造」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

自 己 と 他 者 「自己と他者」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

文 化 と 制 度 「文化と制度」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

「いのち」グループ科目
い の ち ２ ○ ○ ○ ○

健康・スポーツ科学を含む

２ ○ ○ ○ ○国際化時代への展望 「国際化時代への展望」グループ科目

自 然 と の 共 生 「自然との共生」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

個 人文・社会科学 人 文・ 社会 科学 系科目 ２ ○ ○ ○ ○

別 自 然 科 学 自 然 科 学 系 科 目 ２ ○ ○ ○ ○

科 情 報 科 学 情 報 処 理 入 門 ２ ○ ○ ○ ○

目 スポーツ実習（ ・ ・ ） １ ○ ○ ○ ○ 必修２単位健康・スポーツ科学 A B C

英 語（ 基礎 医用 英語） ２ ○ ○ 選択必修４

英 語 （ ネ イ テ ィ ブ ） ２ ○ ○ ○ ○ 単位を含む

英 語 英語（オラコン ，英語 単位以上） 14
（作文・文法 ，英語（読 ２ ○ ○ ○ ○）

解：自然 ，英語（検定））

ド イ ツ 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

フ ラ ン ス 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
フ ラ ン ス 語

フ ラ ン ス 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

中 国 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
中 国 語

中 国 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○ ４ 単 位

朝 鮮 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○ 選択必修
朝 鮮 語

朝 鮮 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

ロ シ ア 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

ス ペ イ ン 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ス ペ イ ン 語

ス ペ イ ン 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

イ タ リ ア 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
イ タ リ ア 語

イ タ リ ア 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

計 認定単位を含め３５単位以上

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数

主

題

科

目

外

国

語

科

目



３年次編入教養教育科目（検査技術科学専攻）

履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

１ ○ ２単位チーム医療演習（チュートリアル）
ガ イ ダ ン ス 科 目

看 護 ・ 介 護 演 習 １ ○ 必 修

知 の 構 造 「知の構造」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

自 己 と 他 者 「自己と他者」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

文 化 と 制 度 「文化と制度」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

「いのち」グループ科目
い の ち ２ ○ ○ ○ ○

健康・スポーツ科学を含む

２ ○ ○ ○ ○国際化時代への展望 「国際化時代への展望」グループ科目

自 然 と の 共 生 「自然との共生」グループ科目 ２ ○ ○ ○ ○

個 人文・社会科学 人 文・ 社会 科学 系科目 ２ ○ ○ ○ ○

別 自 然 科 学 自 然 科 学 系 科 目 ２ ○ ○ ○ ○

科 情 報 科 学 情 報 処 理 入 門 ２ ○ ○ ○ ○

目 スポーツ実習（ ・ ・ ） １ ○ ○ ○ ○ 必修２単位健康・スポーツ科学 A B C

英 語（ 基礎 医用 英語） ２ ○ ○ 選択必修４

英 語 （ ネ イ テ ィ ブ ） ２ ○ ○ ○ ○ 単位を含む

英 語 英語（オラコン ，英語 単位以上） 14
（作文・文法 ，英語（読 ２ ○ ○ ○ ○）

解：自然 ，英語（検定））

ド イ ツ 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ド イ ツ 語

ド イ ツ 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

フ ラ ン ス 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
フ ラ ン ス 語

フ ラ ン ス 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

中 国 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
中 国 語

中 国 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○ ４ 単 位

朝 鮮 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○ 選択必修
朝 鮮 語

朝 鮮 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

ロ シ ア 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ロ シ ア 語

ロ シ ア 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

ス ペ イ ン 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
ス ペ イ ン 語

ス ペ イ ン 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

イ タ リ ア 語 初 級 ２ ○ ○ ○ ○
イ タ リ ア 語

イ タ リ ア 語 中 級 ２ ○ ○ ○ ○

計 認定単位を含め３５単位以上

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数

主

題

科

目

外

国

語

科

目



３年次編入専門教育科目（看護学専攻）

履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

30生 命 科 学 栄 養 ・ 代 謝 学 ２

30形 態 ・ 機 能 学 Ⅰ ２

15形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

30形 態 ・ 機 能 学 演 習 ２

30専 感 染 免 疫 学 ２

30基 礎 遺 伝 子 学 ２

30基 礎 病 態 学 ２

15門 臨 床 薬 理 学 １

人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２ 必修４単30

ヘルスプロモーション入門 ２ 位を含む30

基 教 育 学 入 門 ２ 単 位30 1 0

※ 発 達 心 理 学 ２ 以上 ※印は助30

臨 床 心 理 学 ２ 産師国家30

礎 情 報 科 学 情 報 数 理 科 学 Ⅰ ２ ２単位 試験の受30

情 報 数 理 科 学 Ⅱ ２ 必 修 験資格取30

医 用 物 理 学 ２ 得希望者30

科 医 用 工 学 入 門 ２ は必修30

30保 健 統 計 学 ２

保 健 福 祉 科 学 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２ ２単位30

目 国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２ 必 修30

30地 域 保 健 環 境 論 ２

30保 健 行 政 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

計 認定単位を含め２３単位以上

30基 礎 看 護 学 看 護 学 原 論 １

看 護 と 生 体 反 応 Ⅰ １ ２単位30

看 護 と 生 体 反 応 Ⅱ １ 選択必修30

30専 看 護 人 間 関 係 論 １

30看 護 過 程 論 １

45門 ﾋ ｭ ｰ ﾏ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ看護実習 １

成 人 看 護 学 急 性 期 看 護 論 Ⅰ １ ２単位30

科 急 性 期 看 護 論 Ⅱ ２ 選択必修60

30慢 性 期 看 護 論 Ⅰ １

60目 慢 性 期 看 護 論 Ⅱ ２

60高 齢 者 看 護 論 ２

60精 神 看 護 論 ２

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

母 子 看 護 学 ※ 助 産 学 総 論 １ ※印は助30
※助産とリプロダクション １ 産師国家30
※周産期のヘルスアセスメント ２ 試験の受60
※ 周産 期の ヘル スケア ３ 験資格取90
※ハイリスク母子の管理 １ 得希望者30
※母子保健ｻｰﾋﾞｽとﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ １ は必修30

225※ 助 産 学 実 習 ５

地 域 看 護 学 ヘルスプロモーション論 ２ 単位30 30 11
健 康 教 育 論 １ 必 修 必 修30

専 家 族 援 助 論 １ 単位30 15
在 宅 看 護 論 ２ ・ 選択60
看 護 調 査 論 １ 必30
保 健 ネ ッ ト ワ ー ク 論 １ 修９単30
地 域 看 護 実 習 ３ 位を含135

90 26在 宅 看 護 実 習 ２ む

門 産 業 保 健 １ 単 位以15
上

総 合 領 域 看 護 倫 理 ３ ３単位30 60
看 護 カ ウ ン セ リ ン グ ３ 選択必修30 60

30 60看 護 教 育 学 ３

30 60看 護 社 会 心 理 学 ３

30 60科 ヘ ルス プロ モー ション ３

30 60女性のライフサイクルと看護 ３

30 60小 児 ・ 家 族 看 護 ３

30 60が ん 看 護 ３

30 60老 い と ケ ア リ ン グ ３

30 60在 宅 看 護 ３

30 60目 Ｉ Ｃ Ｕ ・ Ｃ Ｃ Ｕ 看 護 ３

30 60セ ル フ ケ ア と 看 護 ３

30 60リ エ ゾ ン 精 神 看 護 ３

30 60疼 痛 看 護 ３

30 60感 染 看 護 ３

４単位120卒 業 研 究 ４
必 修

医 療 系 学 部 チ ー ム 医 療 論 ２ ２単位30
共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２ 選択必修30

30医 療 経 済 学 ２

30災 害 危 機 管 理 論 ２

30ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２

30救 命 救 急 医 療 ２

計 認定単位を含め６６単位以上

合 計 ８９単位以上

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



３年次編入専門教育科目（放射線技術科学専攻）

履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

15生 命 科 学 形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

形 態 ・ 機 能 学 演 習 ２ ２単位30

感 染 免 疫 学 ２ 必 修30

30専 基 礎 遺 伝 子 学 ２

15臨 床 薬 理 学 １

門 人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２ ４単位30

ヘルスプロモーション入門 ２ 必 修 必修６単30

基 教 育 学 入 門 ２ を含む８30

発 達 心 理 学 ２ 単位以上30

30礎 臨 床 心 理 学 ２

30情 報 科 学 医 用 物 理 学 ２

30科 医 用 工 学 入 門 ２

30保 健 統 計 学 ２

30目 保 健 福 祉 科 学 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２

30国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

計 認定単位を含め２２単位以上

30医用放射線科学 医 用画 像管 理機 器工学 ２

30医 用 電 子 工 学 ２

30情 報 工 学 ２

30専 情 報 工 学 演 習 １

30生 体 情 報 科 学 ２

30生 体 情 報 科 学 演 習 １

30門 医 用 画 像 処 理 学 ２

30医 用 画 像 処 理 学 演 習 １

30医 用 画 像 評 価 学 ２

30科 医 用 画 像 管 理 学 ２

放 射 線 診 療 放 射 線 医 科 学 史 １ 必修６単15

技 術 学 画 像 医 学 ２ 位・選択30

目 Ｃ Ｔ 撮 影 技 術 学 １ 必修２単15

Ｍ Ｒ Ｉ 撮 影 技 術 学 １ 位を含む15

超 音 波 検 査 技 術 学 １ 単 位15 14

診 療 撮 影 技 術 学 Ⅳ １ 以 上15

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

15放 射 線 診 療 放 射 線 腫 瘍 学 １

45技 術 学 臨 床 医 学 特 別 実 習 １

30専 診 療 撮 影 技 術 学 特 講 ２

30放 射線 治療 技術 学特講 ２

30核 医学 検査 技術 学特講 ２

門 ６単位270卒 業 研 究 ６
必 修

医 療 系 学 部 チ ー ム 医 療 論 ２ ２単位30

科 共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２ 選 択30

医 療 経 済 学 ２ 必 修30

30災 害 危 機 管 理 論 ２

30目 ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２

30救 命 救 急 医 療 ２

計 認定単位を含め６７単位以上

合 計 ８９単位以上

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



３年次編入専門教育科目（検査技術科学専攻）

履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

15生 命 科 学 形 態 ・ 機 能 学 Ⅱ １

基 礎 遺 伝 子 学 ２ ２単位30

専 臨 床 薬 理 学 １ 必 修15

必修８単位人 間 科 学 保 健 科 学 入 門 ２ ２単位30

・選択必修２門 ヘルスプロモーション入門 ２ 必 修30

単位を含む教 育 学 入 門 ２ 30

単位以上基 発 達 心 理 学 ２ 30 10

情 報 科 学 情 報 数 理 科 学 Ⅰ ２ ４単位30

礎 情 報 数 理 科 学 Ⅱ ２ 必 修30

30医 用 物 理 学 ２

30科 医 用 工 学 入 門 ２

保 健 福 祉 科 学 国 際 保 健 シ ス テ ム 論 ２ ２単位30

目 国 際 環 境 ・ 衛 生 論 ２ 選 択30

地 域 保 健 環 境 論 ２ 必 修30

30保 健 行 政 論 ２

30社 会 福 祉 論 ２

計 認定単位を含め２２単位以上

30病 態 検 査 学 組 織 化 学 検 査 法 １

30輸 血 検 査 学 １

30応 用 免 疫 学 １

30検 査 自 動 化 論 １

30専 高 感 度 計 測 技 術 １

45高 感 度 計 測 技 術 実 習 １

30臨 床 病 理 学 演 習 １

30門 医 療 情 報 管 理 学 １

30動 態 解 析 学 １

機 能 解 析 学 波 形 解 析 学 １ １単位30

科 画 像 解 剖 学 １ 必修30

45 11画 像 解 剖 学 実 習 １ 必 修

画 像 検 査 学 １ 単 位・選30

目 病 原 体 宿 主 関 係 論 １ 択必修２30

細 胞 工 学 １ 単30

細 胞 工 学 実 習 １ 位を含む30

遺 伝 子 検 査 学 １ 単 位30 21

検 査 素 材 学 １ 以 上30

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



履 修 学 年

３学年 ４学年

必 選 前 後 前 後

修 択 期 期 期 期

４単位120専 検 査 技 術 科 学 研 究 法 ４
必 修

６単位180卒 業 研 究 ６
門 必 修

医 療 系 学 部 チ ー ム 医 療 論 ２ ２単位30

科 共 通 カ ウ ン セ リ ン グ ２ 選 択30

医 療 経 済 学 ２ 必 修30

30目 災 害 危 機 管 理 論 ２

30ボ ラ ン テ ィ ア 実 践 ２

30救 命 救 急 医 療 ２

計 認定単位を含め６７単位以上

合 計 ８９単位以上

区 分 授 業 科 目

単位数

卒業要件単位数 備 考



別表第２

３年次編入学者の既修得単位の認定単位数

授 業 科 目 区 分 看 護 学 専 攻 放射線技術科学専攻 検査技術科学専攻

教 養 教 育 科 目 ２１単位

専門 専門基礎科目 １３単位以下 １４単位以下 １２単位以下

教育

科目 専 門 科 目 ４０単位以下 ５３単位以下 ４６単位以下

別表第３

３年次編入学者の卒業要件単位数

授 業 科 目 区 分 看 護 学 専 攻 放射線技術科学専攻 検査技術科学専攻

教 養 教 育 科 目 ３５単位

専門 専門基礎科目 ２３単位 ２２単位

教育

科目 専 門 科 目 ６６単位 ６７単位

小 計 ８９単位

合 計 １２４単位

卒業要件単位数には，既修得単位の認定単位を含む。



９．岡山大学医学部保健学科既修得単位

認定に関する要項

（趣旨）

第１条 この要項は，学生が岡山大学医学部保健学科（以下「本学科」という ）に入学。

する前に大学又は短期大学等で修得した単位の認定（以下「単位認定」という ）に関。

し，必要な事項を定める。

（申請手続）

第２条 単位認定を受けようとする学生は，所定の申請書に次の書類を添え，入学した年

度の所定の期日までに学部長に願い出なければならない。

一 卒業証明書又は退学証明書

二 成績証明書又は単位修得証明書

三 講義内容の記載された講義要項等（写）

（認定方法）

第３条 単位認定は，学生からの申請を尊重し，学習計画等を考慮した上で行うものとす

る。

２ 単位認定は，本学科において現に開講している授業科目及びその単位数の範囲内で行

い， 単位を超えないものとする。60
３ 単位認定にあたり，認定試験を課すことがある。

第４条 単位認定に係る審査は，教務委員会において行うものとする。ただし，専門教育

科目については，授業担当教員の可否を問うものとする。

２ ３年次に編入学した学生の単位認定に係る審査は，教務委員会において行うものとす

る。

３ 教務委員長は，前２項の審査が終了したときは，保健学科会議に報告し，承認を得る

ものとする。

（記録・通知）

第５条 認定した授業科目は，その単位数とともに学籍簿に「認定」と記録し，併せて該

当学生に通知するものとする。

（準用）

第６条 外国の大学又は短期大学等を卒業又は中途退学し，新たに本学科の１年次に入学

した学生の単位認定については，この要項を準用する。

附 則

この要項は，平成 年４月１日から施行する。16

※外国語検定試験の中にも認定できるものがあります。詳細については個別に照会してく

ださい。



10．岡山大学医学部保健学科期末試験等

実施要項

（趣旨）

第１条 この要項は，岡山大学学則に定めるもののほか，試験に関し，必要な事項を定め

るものとする。

（試験期日）

第２条 試験は，原則として，各学期末に期日を定めて行うものとする。ただし，必要が

ある場合は，臨時に行うことができる。

（受験資格）

第３条 試験は，各授業科目ごとの講義時間数の３分の２以上に出席していなければ，受

験することができない。

（学生証の提示）

第４条 試験中は必ず学生証を机上に置かなければならない。

２ 学生証を忘れたときは教務第二係で仮受験票の交付を受けなければならない。

（試験方法）

第５条 試験は，授業科目を担当した教員（以下「担当教員」という ）が実施する。。

２ 担当教員は，報告書，論文，その他をもって前項の試験に代えることができる。

（評価基準）

100 80 79 70 69 60 59第６条 成績の評価は 優 ～ 点 良 ～ 点 可 ～ 点 不可， （ ）， （ ）， （ ）， （

点以下）及び評価不能の評語をもって表示し，可以上を合格とする。ただし，必要と認

める場合は，優，良及び可の評価に代えて，修了又は認定とすることができる。

（試験結果の報告）

第７条 担当教員は，試験終了後速やかに当該試験の点数を保健学科長に報告するものと

する。

２ ２学期以上にわたり授業を行うものについては，原則として，各学期ごとに試験を行

い，その点数の報告は，最終学期において総合評価の上行うものとする。

（追試験）

第８条 病気その他やむを得ない理由により，試験を受けることができなかった者は，追

試験を受けることができる。

２ 追試験を受けようとする者は，試験日の後３日以内に追試験願書を担当教員を経て保

健学科長に提出し，その許可を受けなければならない。

３ 追試験の成績は， 点以下とする。80
（成績の通知）

第９条 試験の結果は，評語をもって学生に通知するものとする。

（不正行為）

第 条 不正行為が行われた試験及びその期における以後の試験は，当該学生に対し無10



効とする。

附 則

この要項は，平成 年４月１日から施行する。16



11．岡山大学医学部保健学科転専攻取扱要項

（趣旨）

， （ ） ，第１条 この要項は 岡山大学学則 平成 年岡大学則第２号 第 条の規定に基づき16 29
岡山大学医学部保健学科（以下「保健学科」という ）における転専攻について必要な。

事項を定める。

（転専攻の資格）

第２条 転専攻することができる者は，保健学科に在籍する者に限る。ただし，特別選抜

試験入学者（第３年次編入学者を含む ）は，転専攻することができない。。

（出願手続等）

第３条 転専攻を希望する者は，転専攻願に健康診断書を添えて，転専攻を希望する年度

の前年度の１月末日までに出願手続を行わなければならない。

（選抜方法）

第４条 転専攻志願者の選考は，転専攻する学生を受け入れる専攻（以下「受入れ専攻」

という ）において，次の各号により行う。。

一 入学試験の成績の参照

二 面接試験（口頭試問を含む ）の実施。

三 保健学科在籍期間中の成績の参照

２ 前項各号に定めるもののほか，受入れ専攻において必要と認めた場合には，筆記試験

を課すことがある。

３ 転専攻志願者の選抜は，前２項の選考結果により，受入れ専攻の専攻会議及び保健学

科教務委員会（以下「教務委員会」という ）の議を経て，教授会において行う。。

（受入れ年次）

第５条 転専攻する学生を受け入れる年次は，受入れ専攻の専攻会議の議を経て教授会に

おいて定める。

（転専攻の時期）

第６条 転専攻の時期は，学年の始めとする。

（修業年限等）

第７条 転専攻した学生の修業年限は，第５条により定められた受入れ年次ごとに次のと

おりとする。

受入れ年次 修業年限

１年次 ４年

２年次 ３年

３年次 ２年

４年次 １年

， 。２ 転専攻した学生の最長在学年限は ８年から既に在学した年数を控除した年数とする

（既修得単位の認定）

第８条 転専攻した学生の既修得単位の認定は，教務委員会の議を経て教授会において行



う。

（雑則）

第９条 この要項に定めるもののほか，転専攻に関し必要な事項は，教授会の議を経て学

科長が定める。

附 則

この要項は，平成 年４月１日から施行する。16

転専攻願（省略）
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